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高井泰 妊孕性の低下 日本産婦人
科医会 

研修ノートNo
105「女性のが
んサポーティ
ブケア」 

 東京 2020 83-89 

木村文則 がん・生殖医療の
倫理 

鈴木直・森
重健一郎・
髙井泰・古
井辰郎 

新版 がん・生
殖医療 

妊孕性温存の
診療 

医師薬出
版株式会
社 

東京 2020 369-374 

杉山 隆 耐糖能異常 池田智明、
苛原稔、吉
村恭典 

生殖と周産期
のリエゾン 

診断と治
療社 

東京 2020 46-51 

杉山 隆 妊娠糖尿病 藤井知行 産科婦人科臨
床  妊娠期の
正常と異常 

中山書店 東京 2020 191-202 

堀江昭史 第5章 16.がん患
者に対する調節卵
巣刺激 

日本生殖医
学会 

生殖医療の必
須知識2020 

杏林舍 日本 2020 p423-427 

堀江昭史、谷洋彦、
万代昌紀 

23 卵巣組織凍結 鈴木 直 新版がん・生
殖医療妊孕性
温存の診療 

医歯薬出
版株式会
社 

日本 2020 ｐ208-21
6 

小野 政徳 卵巣保護（GnRHア
ゴニスト） 

鈴木 直、森
重 健一郎、
高井 泰、古
井 辰郎 

がん・生殖医
療 : 妊孕性
温存の診療 =
 Oncofertili
ty : recent 
advances in 
fertility pr
eservation 

医歯薬出
版 

東京 2020 228-233 

真部淳  （真部淳） 小児白血病の
世界 

中外医学
社 

東京 2021 1-149 

中村健太郎, 鈴木
直 

がん・生殖医療に
関する世界の動向 

柴原浩章 
編集 

妊孕性温存の
すべて 

中外医学
社 

東京 2021 142-150 

高江正道, 鈴木直 妊孕性温存の実際
 1腹腔鏡下卵巣
切除術・移植術 

柴原浩章 
編集 

妊孕性温存の
すべて 

中外医学
社 

東京 2021 347-351 

杉下陽堂, 鈴木直 がん・生殖医療の
さらなる発展のた
めに Aがん・生殖
医療連携の地域ネ
ットワークシステ
ムの現状 

柴原浩章 
編集 

妊孕性温存の
すべて 

中外医学
社 

東京 2021 379-383 

杉下陽堂, 鈴木由
妃, 澤田紫乃, 岩
端秀之 ,  五十嵐
豪, 津田千春, 高
江正道 ,  洞下由
記, 鈴木直 

08 卵巣組織のガ
ラス化保存法～Ty
pe M® とOva Cryo
 Closed Device® 
について 

鈴木直 編
集 

新版 卵巣組
織凍結・移植
 新しい妊孕
性温存療法の
実践 

医歯薬出
版 

東京 2021 68-86 

白石絵莉子, 洞下
由記, 鈴木直, 岸
祐司, 岡本愛光 

12 卵巣組織凍結
における患者説明 

鈴木直 編
集 

新版 卵巣組
織凍結・移植
 新しい妊孕
性温存療法の
実践 

医歯薬出
版 

東京 2021 116-121 
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高江正道, 鈴木直 15 卵巣組織凍結
の最新知見 

鈴木直 編
集 

新版 卵巣組
織凍結・移植
 新しい妊孕
性温存療法の
実践 

医歯薬出
版 

東京 2021 139-149 

出浦伊万里, 高江
正道, 鈴木直 

16 卵巣組織移植
の実際 

鈴木直 編
集 

新版 卵巣組
織凍結・移植
 新しい妊孕
性温存療法の
実践 

医歯薬出
版 

東京 2021 150-156 

岩端秀之, 高江正
道, 鈴木直 

22 人工卵巣 鈴木直 編
集 

新版 卵巣組
織凍結・移植
 新しい妊孕
性温存療法の
実践 

医歯薬出
版 

東京 2021 198-205 

中村健太郎, 鈴木
直 

Column 卵巣組織
凍結ならびに移植
技術の“偉人たち” 

鈴木直 編
集 

新版 卵巣組
織凍結・移植
 新しい妊孕
性温存療法の
実践 

医歯薬出
版 

東京 2021 260-265 

鈴木玲子, 鈴木直 Oncofertility(が
ん・生殖医療)の世
界 小児・AYA世代
がん患者の福音に
つながる医療の現
状 

関沢明彦, 
佐村修, 中
岡義晴 編
集 

生殖医療遺伝
カウンセリン
グマニュアル 

中外医学
社 

東京 2021 89-94 

杉下陽堂, 鈴木直 6 がん・生殖医療
の現状 

吉川史隆, 
大須賀穰, 
杉山隆 

産科婦人科疾
患最新の治療
 2022-2024 

南江堂 東京 2021 28-33 

小泉智恵，大野田
晋，杉本公平 

生殖治療と心理サ
ポート 

藤 井 知 行
（総編集）
大 須 賀 穣
（ 専 門 編
集） 

産科婦人科臨
床シリーズ 
『不妊症』 

中山書店 東京 2021 152-162 

小泉智恵 男性患者の心理カ
ウンセリング 

柴原浩章 妊孕性温存の
すべて 

中外医学
社 

東京 2021 447-452 

小泉智恵 意思決定支援 鈴木直 がん・生殖医
療～生殖医療
フロントライ
ン 

中外医学
社 

東京 2022  

古井辰郎、山本扇
里、飯原大稔、寺
澤恵子、森重健一
郎 

抗がん剤による卵
巣毒性 

柴原浩章編
著 

 

妊孕性温存の
すべて 

中外医学
社 

東京 

 

 

2021 175-182 

 

古井辰郎、福田愛
作、水野里志、山
本晃央、森重健一
郎 

安全管理 柴原浩章編
著 

 

妊孕性温存の
すべて 

中外医学
社 

東京 

 

2021 394-398 

古井辰郎、寺澤恵
子、竹中基記、山
本晃夫、森重健一
郎 

卵巣組織凍結と移
植 

専門編集：
大須賀穣 

総編集：藤
井知行 

産科婦人科臨
床シリーズ 4
不妊症  

中山書店 東京 2021 280-289 

古井辰郎、山本晃
夫、寺澤恵子、森
重健一郎 

卵巣組織凍結の歴
史 

鈴木直 卵 巣 組 織 凍
結・移植 

医歯薬出
版 

東京 2021 2-8 
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二村 学 末梢神経障害 増田慎三 乳がん薬物療
法副作用マナ
ジメント 

メディカ
ルビュー 

東京 2021 253－257 

黄海鵬, 高井泰 卵胞発育の最新理
論解説とランダム
スタート法ーなぜ
3日目からの刺激
なのか、ランダム
スタートでどう変
わったか 

 臨床婦人科産
科増刊号「最
新の不妊症診
療 が わ か
る！」 

医学書院 東京 2022 128− 131 

重松幸佑, 髙井泰 がん・生殖医療に
おける妊孕性温存
療法に対する公的
助成制度 

鈴木直 卵 巣 組 織 凍
結・移植 新
しい妊孕性温
存療法の実践 

医歯薬出
版 

東京 2021 231-239 

重松幸佑, 高井泰 公的助成制度 柴原浩章 妊孕性温存の
すべて 

中外医学
社 

東京 2021 384-389 

高井泰 新鮮胚移植 大須賀穣 不妊症 中山書店 東京 2021 245-255 

赤堀太一, 高井泰 卵子幹細胞（oogon
ial stem cells: 
OSCs）を用いた妊
孕性温存法の開発 

柴原浩章 妊孕性温存の
すべて 

中外医学
社 

東京 2021 482-489 

片岡明美ほか共著 乳癌患者の妊娠・
出産と生殖医療に
関する診療ｶﾞｲﾄﾞﾗ
ｲﾝ 2021年版 

日本がん・
生殖医療学
会編 

こんな時どう
する？他科と
のコミュニケ
ーションガイ
ド 

金原出版 東京 2021  

木村文則 生殖補助医療 

（ART） 

吉川史隆 

大須賀穣 

杉山 隆 

産科婦人科疾
患最新の治療
 2022－2024 

南江堂 東京 2021 169－172 

木村文則 小児・思春期患者
に対する卵巣組織
凍結保存 

鈴木 直 卵 巣 組 織 凍
結・移植 

医歯薬出
版株式会
社 

東京 2021 131₋ 138 

木村文則 CQ30 子宮内細菌
叢検査は生殖補助
医療お成績向上に
有効か？ 

日本生殖医
学会 

生殖医療ガイ
ドライン 

杏林社 東京 2021 112₋ 114 

木村文則 CQ4 子宮腺筋症
の疼痛の取り扱い
は？ 

日本産科婦
人科学会 

子宮内膜症取
り扱い規約 

金原出版
株式会社 

東京 2021 37－38 

木村文則 CQ5 子宮腺筋症
に合併する不妊の
取り扱いは？ 

日本産科婦
人科学会 

子宮内膜症取
り扱い規約 

金原出版
株式会社 

東京 2021 39－40 

木村文則 乳癌患者の妊孕性
温存に関する経済
的負担 

日本がん・
生殖医療学
会 

乳癌患者の妊
娠・出産と生
殖医療に関す
る診療ガイド
ライン 

金原出版
株式会社 

東京 2021 177－182 

木村文則 災害時における人
的支援とその障壁 

日本産婦人
科医会 

災害時におけ
る周産期医療 

日本産婦
人科医会 

東京 2021 39－40 
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木村文則 排卵誘発 内科系学会
社会保険連
合 

標準的医療説
明 インフォ
ームド・コン
セントの最前
線 

医学書院 東京 2021 273₋ 275 

太田邦明、片桐由
起子、森田峰人 

 卵巣組織凍結・
移植の現状 

鈴木直 『新版卵巣組
織凍結・移植』 

医歯薬出
版株式会
社 

東京 2021  25-34 

小野 政徳 卵巣保護（GnRHア
ゴニスト） 

鈴木  直 ,  
森重  健一
郎 ,  高井  
泰 ,  古井  
辰郎 

がん・生殖医
療 : 妊孕性
温存の診療 

医歯薬出
版 

東京 2020 228-233 

寺下友佳代、真部
淳 

移行期医療 黒川峰夫、
朝倉英策、
永井宏和、
張替秀郎、
真部淳 

日本医師会雑
誌特別号 「血
液疾患のすべ
て」 

メジカル
ビュー社 

東京 2022  

寺下友佳代、真部
淳 

移行期医療 鈴木直、他 がん・生殖医
療 

中外医学
社 

東京 2022  

竹中基記、森重健
一郎 

子宮頸がん治療に
おける卵巣温存手
術(卵巣移植術も
含む) 

柴原浩章編
著 

 

妊孕性温存の
すべて 

中外医学
社 

東京 2021 36-39 

Sugishita Y, Suz
uki N 

Methods of Ovari
an Tissue Cryopr
eservation: Vitr
ification 

Kutluk Okt
ay (Eds.) 

Principles a
nd Practice 
of Ovarian T
issue Cryopr
eservation a
nd Transplan
tation 

Elsevier Netherla
mds 

2022 99-107 

洞下由記, 鈴木直 D 妊孕性保存法
 1 がん・生殖医
療 

吉村泰典 生殖医療ポケ
ットマニュア
ル第2版 

医学書院 東京 2022 381-387 

鈴木直 ,  澤田紫
乃, 遠藤拓, 横道
憲幸, 瀧音綾子, 
久慈志保 ,  今井
悠, 大原樹, 杉浦
貴子, 山谷佳子, 
洞下由記 

第3章 初期治療
終了後 事例5 
子宮頸がん ,  2 9
歳・女性 

森田達也, 
清 水 千 佳
子, 小澤美
和 

事例に学ぶ 
AYA世代のが
ん サポーテ
ィブケア・緩
和ケア 

診断と治
療社 

東京 2022 159-201 

杉本公平、小泉智
恵、正木希世、竹
川悠起子 

治療のやめどき・
家族を迎える選択
肢 

片桐由紀子 患者さんから
の質問に自信
を持って答え
る 不妊治療Q
＆A 

 

日本医事
新報社 

東京 2023 207-226 

小泉智恵 意思決定支援 柴原浩章  
編集主幹 
鈴木  直  
企画編集 

『がん・生殖
医療～生殖医
療フロントラ
イン』 

中外医学
社 

東京 2023  

古井辰郎、寺澤恵
子 

卵管性不妊症 吉川史隆、
大須賀穣、
杉山隆 

産科婦人科疾
患最新の治療
2022-2024 

南江堂 東京 2022 159-161 
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黄海鵬, 高井泰 卵胞発育の最新理
論解説とランダム
スタート法ーなぜ
3日目からの刺激
なのか、ランダム
スタートでどう変
わったか 

 臨床婦人科産
科増刊号「最
新の不妊症診
療 が わ か
る！」 

医学書院 東京 2022 128− 131 

渡邊清高、西森久
和、大野真司、松
井優子、岡本禎晃、
桜井なおみ 

支持医療の担い手
とコミュニケーシ
ョン 

日本がんサ
ポーティブ
ケア学会編 

がん支持医療
テキストブッ
ク 

金原出版
株式会社 

東京 2022 71⁻ 78 

清水千佳子、片岡
明美、中村晃和、
松本公一、森田充
紀、松本光史、高
井泰、渡邊知映画、
日置三紀、奈良和
子 

がん・生殖医療 日本がんサ
ポーティブ
ケア学会編 

がん支持医療
テキストブッ
ク 

金原出版
株式会社 

東京 2022 212⁻ 218 

Fuminori Kimura,
 et al 

Infectious and 
noninfectious en
dometritis and r
ecurrent pregnan
cy loss 

Joanne Kwa
k-Kim  

Immunology o
f Recurrent 
Pregnancy, 1
st edition 

ELSEVIER オランダ 2022 177-192 

木村文則 反復着床不全(RI
F) 慢性子宮内膜
症の診断と治療 

 EBMから考え
る生殖医療 

  2022 181－185 

木村文則 プロゲステロン産
生 

 みえる わか
る 女性内分
泌 Ⅱいろい
ろなホルモン
について知る 

  2022 132－133 

木村文則 プロゲステロン受
容体 

 みえる わか
る 女性内分
泌 Ⅱいろい
ろなホルモン
について知る 

  2022 134₋ 135 

木村文則 プロゲステロン作
用  
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ンセンター開設5年の診
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